
α-シヌクレイン定量キット

SensoLyte Human/Rat α-Synuclein ELISA Kit

Web ページ番号
検索67568

ヒト／ラット試料中の α-シヌクレインを，サンドイッチ
法により比色定量する ELISA キットです。
測定試料と検出抗体を同時にウェルに添加するワン 
ステップアッセイです。

特　長�
●�必要試料量：10～20�μl
●�測定範囲：8～500�pg/ml
●�測定波長：450�nm
●�インキュベーション時間：4時間（室温）または一晩（4℃）

#AS-55550-H の標準曲線例

y = 0.0045x + 0.0018
R2 = 0.9998
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［メーカー：ANA］

測定動物種 測定試料 商品コード 包　装 価格（￥）

Human 血漿，細胞／組織ライセート，脳脊髄液（CSF） AS-55550-H 1�kit（96�well） 150,000 ANA692350

Rat 血漿，細胞／組織ライセート AS-55550-R 1�kit（96�well） 150,000 ANA692351

最新カタログ発刊のお知らせ
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製品章（p.49～107）

［メーカー：VEC］

標　識 一次抗体の 
免疫動物

二次抗体の 
免疫動物

二次 
抗体

ブロッキング 
用血清

内在性酵素 
ブロッキング試薬 基 質 増感 

試薬
内在性 Ig 

ブロッキング試薬
二次抗体 

容量 商品コード 包　装

VEC707801

HRP

Rabbit Horse ● ● ● ● － － 15 ml MP-7801 1 kit
VEC707802 Mouse Horse ● ● ● ● － － 15 ml MP-7802 1 kit

VEC707800 Universal
（Mouse/Rabbit） Horse ● ● ● ● － － 15 ml MP-7800 1 kit

［メーカー：VEC］

標　識 一次抗体の 
免疫動物

二次抗体の 
免疫動物

二次 
抗体

ブロッキング 
用血清

内在性酵素 
ブロッキング試薬 基 質 増感 

試薬
内在性 Ig 

ブロッキング試薬
二次抗体 

容量 商品コード 包　装

VEC707602

HRP

Mouse Horse ● ● ● ● ● － 15 ml MP-7602 1 kit
VEC717602 Mouse Horse ● ● ● ● ● － 50 ml MP-7602 1 kit
VEC707601 Rabbit Horse ● ● ● ● ● － 15 ml MP-7601 1 kit
VEC717601 Rabbit Horse ● ● ● ● ● － 50 ml MP-7601 1 kit

［メーカー：VEC］

標　識 一次抗体の 
免疫動物

二次抗体の 
免疫動物

二次 
抗体

ブロッキング 
用血清

内在性酵素 
ブロッキング試薬 基 質 増感 

試薬
内在性 Ig 

ブロッキング試薬
二次抗体 

容量 商品コード 包　装

VEC707714 HRP Rabbit Horse
● ● ● ● － － 15 ml MP-7714 1 kit

AP Mouse Horse
VEC707724 HRP Mouse Horse

● ● ● ● － － 15 ml MP-7724 1 kit
AP Rabbit Horse

ImmPRESS® シリーズ 製品一覧表

HRP AP

高感度 HRP 基質
ImmPACT® DAB EqV

高感度 AP 基質
ImmPACT® Vector Red

ブロッキング試薬
正常動物血清

内在性 PO/AP 活性 
ブロッキング試薬

BLOXALL®

HRP HRPHRP
HRP

HRP
HRP

HRP
HRP

HRP

HRP

HRP
HRP

発色

AP APAP
AP

AP
AP

AP
AP

AP
発色

AP

AP
AP

二次抗体
ImmPRESS®

二次抗体
ImmPRESS®

HRP

二次抗体
ImmPRESS® Reagent

ブロッキング試薬
正常動物血清

内在性 PO/AP 活性 
ブロッキング試薬

BLOXALL®

高感度 HRP 基質
ImmPACT® DAB EqV

HRP HRPHRP
HRP

HRP
HRP

HRP
HRP

HRP

HRP

HRP
HRP

免疫動物を
示します

HRP

ImmPRESS® Reagent
ブロッキング試薬
正常動物血清

内在性 PO/AP 活性 
ブロッキング試薬

BLOXALL®

増感試薬
Amplifier 
Antibody

高感度 HRP 基質
ImmPACT® 

DAB EqV

HRP HRPHRP
HRP

HRP
HRP

HRP
HRP

HRP

HRP

HRP
HRP

一次抗体と二次抗体の間
に Amplifier Antibody
を挟みシグナルを増幅

p.81ImmPRESS® Excel Kit  
より高感度に目的タンパク質を染色したい場合はこちら

ImmPRESS® Plus Kit 「目的タンパク質を 1 種類染色したい」
「ひとつのキットでブロッキング試薬から基質までそろえたい」という場合はこちら

p.83ImmPRESS® Duet Double Staining Kit ウサギ／マウス由来一次抗体を用いた二重染色を
簡便に行いたい場合はこちら

80 試薬担当　  reagent@funakoshi.co.jp　TEL 03-5684-1620　FAX 03-5684-1775
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容器・保存ツール・消耗品

スライドガラス・カバーガラス p.50
文字記載用ペン p.51
カバーガラスの洗浄／乾燥ラック p.51
染色ジャー・スライド収納ツール p.52

固定

灌流固定ツール p.53
固定液 p.53～55
固定後の脳切片の保存液 p.55
固定／パラフィン包埋前の前処理試薬 p.56

組織スライス 脳／組織スライサー p.57

包埋

包埋剤 p.58
カセットシステムシリーズ一覧表 p.58
包埋カセット／包埋皿 p.59～62
包埋用鋳型（使い捨てタイプ） p.63
モールド冷却プレート p.63
手動組織アレイヤー p.64
包埋剤（凍結組織切片作製用） p.65
包埋皿（凍結組織切片作製用） p.65

切片の接着
連続切片プール p.66
切片接着剤 p.66

切片の乾燥
切片用ホットプレート p.67
切片用オーブン p.68

脱パラフィン キシレン代替品 p.69
細胞のスライド標本作製 スライド標本作製用試薬 p.69

抗原賦活化
抗原賦活化試薬（加熱処理用） p.70～71
抗原賦活化試薬（加熱不要） p.72
抗原賦活化装置 p.73～74

ブロッキング
撥水性サークル作製ペン p.75
ブロッキング試薬 p.76～77

発色法による検出

酵素ポリマー標識二次抗体 
ImmPRESS® の特長 p.78

ImmPRESS® シリーズ製品一覧表 p.79～80
ImmPRESS® Excel Kit p.81
ImmPRESS® M.O.M.® Kit p.82
ImmPRESS® Duet Kit p.83
ImmPRESS® VR Kit p.84
Human on Human 専用試薬 （H.O.H. Kit）p.85
ABC キットの特長 p.86
ABC キットの製品一覧表 p.87
ABC キット （Elite Kit） p.88
ABC キット （Universal Elite Kit） p.89
ABC キット （Universal Quick Kit） p.89
発色基質 p.90～93
対比染色試薬 p.94～95

蛍光法による検出
蛍光標識二次抗体 p.96～97
自家蛍光抑制試薬 p.98～99
対比染色試薬 p.99

封入剤
封入剤シリーズ一覧表 p.100
発色基質用封入剤 p.101～102
蛍光染色用封入剤 p.103～104

受託サービス
切片作製・染色受託サービス p.105
生体試料 p.105

観察 顕微鏡用 iPhone 取り付けアダプター p.106～107

人気製品・オススメ製品を 
厳選して紹介しています！

技術章（p.7～48）

ImmPACT® DAB EqV Working Solution（基質溶液）の調製

ImmPACT® DAB EqV Reagent 1 と ImmPACT® DAB EqV 
Reagent 2を1：1の容量で取る（使用量に応じて調節する）。

組織切片の作製 脱パラフィン 抗原賦活化 ブロッキング

抗原抗体反応 発色 対比染色 脱水・透徹・封入 観察1 ImmPRESS® PLUS Kit
を使用したプロトコル

パラフィン包埋切片
免疫組織染色（発色法）

組織切片の親水化，抗原の賦活化
（必要に応じて），撥水性サークル作製
が完了したスライド

PO/AP 活性のブロッキング

BLOXALL® Blocking Solution を
滴下する。（切片を覆うようにする）

10 分間インキュベーションする。

1

1 槽目の Wash Buffer に
スライドを 5 分間浸す。

この操作を次の槽でも行う。

7

10分間

5分間 5分間

1 2

ボルテックスして十分混合する。

※基質溶液は，使用直前に調製して下さい。

1 槽 目 の Wash Buffer に
スライドを 5 分間浸す。

この操作を次の槽でも行う。

9

ImmPACT® DAB EqV Working 
Solution を滴下する。（切片を覆
うようにする）

2～10 分間インキュベーション
する。（求める染色強度になるまで
反応させる）

8

発色

蒸留水にスライドを浸す。10

2～10分間

5分間 5分間

スライド上から溶液を除去

ペーパータオルの上でスライドを
軽く打ち付けて，溶液を除去する。

Wash Buffer にスライドを 5 分間
浸す。

2

5分間

Normal Horse Serum を滴下す
る。（切片を覆うようにする）

20 分間インキュベーションする。

3

ブロッキング処理

20分間

適切な濃度に希釈した一次抗体を
滴下し，インキュベーションする。

（切片を覆うようにする）

※希釈濃度・反応時間は一次抗体の
データシート等で確認する。

4

ImmPRESS® Reagent を滴下する。
（切片を覆うようにする）

30 分間インキュベーションする。

6

Wash Buffer にスライドを 5 分間
浸す。

5

一次抗体反応

二次抗体反応

5分間

30分間

スライド上から溶液を除去

スライド上から溶液を除去

スライド上から溶液を除去

18

ImmPRESS® を使用した際のトラブルシューティング

バックグラウンドが高い場合
目的タンパク質

基質

ブロッキング試薬

ImmPRESS®

一次抗体

● �User�Guide（製品データシート）の
指示の通りの反応時間で基質をイン
キュベーションしたかを確認する。

● �内在性酵素のブロッキングを実施する。

PO 活性と AP 活性のブロッキング
BLOXALL®�Blocking�Solution（#SP-
6000）を滴下して10分間インキュベー
ションする。

ブロッキング方法の例

PO 活性のブロッキング
0.3％ 過酸化水素／メタノール溶液中に
スライドを浸し，30 分間インキュベー
ションする。
または 3％ 過酸化水素水にスライドを�
5 分間浸す。

AP 活性のブロッキング
Levamisole（#SP-5000）を AP 基質の
Working�Solution に添加する。
もし AP 活性が小腸型アイソザイムに�
由来すると考えられる場合はBLOXALL®�
Blocking�Solution（#SP-6000）を使用
する。

内在性酵素が基質と反応した可能性あり

基質のみを組織スライドに滴下し
て染色されるか確認する。

一次抗体反応をスキップして染色
する。

A B

ブロッキング血清で処理

二次抗体反応（ImmPRESS® で処理）

基質を添加
目的タンパク質

基質

ブロッキング試薬

ImmPRESS®

目的タンパク質

基質

発色した場合 発色した場合発色しない場合  へB 発色しない場合  へC

内在性
酵素 基質

発色
使用する一次抗体の免疫動物と試料の�
動物が近縁の場合に交差反応が起きる�
ことがある。

内在性イムノグロブリン

マウス組織

発色

発色

一次抗体の免疫動物と近縁の動物の組織

試料の動物種と�
一次抗体の免疫動物が�
同じ場合

ImmPRESS® が組織に非特異的に
反応した可能性あり

マウス試料にマウスの一次抗体を用いて
染色したい場合はM.O.M.®�ImmPRESS®�
Kit（#MP-2400）を使用する。

● �組織試料の動物種について吸収処理
済みの試薬を使用する。

● �組織試料の動物種由来の正常血清
（＞2％）を ImmPRESS®�Reagent
に加える。

● �ブロッキング試薬として，�2％ BSA
（#SP-5050），脱脂粉乳，ゼラチン，
0.1％界面活性剤などを追加で使用
する。

内在性イムノグロブリンと ImmPRESS®

が反応した可能性あり

誤った動物種のブロッキング血清を
使用している可能性あり

洗浄時間を延長し，途中で何度か
Wash�Buffer を交換する。

使 用 す る ImPRESS®�Reagent の
免疫動物と同じ動物種由来の血清を�
使用する。

ImmPRESS® Reagent を反応させた
後の洗浄が不十分である可能性あり

44

免疫染色の流れや各工程の 
プロトコルをたくさんの図説で 

分かりやすくご紹介！
トラブルシューティングなどの 

技術情報も充実

カタログ送付，デジタルブックのお申し込みはこちら
Web ページ番号

検索67000

※お申し込みにはWeb会員登録（ログイン）が必要です。
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https://www.funakoshi.co.jp/contents/67568
https://www.funakoshi.co.jp/contents/67000
https://www.funakoshi.co.jp/inquiries/lists

